
９月の学校図書館 

 

 

 

月 火 水 木 金 

4 月 3 日 4 月 4 日 4 月 5 日 4 月 6 日 4 月 7 日 

春休み 春休み 春休み 始業式 入学式 

休館 休館 休館 休館 休館 

4 月 10 日 4 月 11 日 4 月 12 日 4 月 13 日 4 月 14 日 

          

休館 休館 休館 休館 休館 

4 月 17 日 4 月 18 日 4 月 19 日 4 月 20 日 4 月 21 日 

          

開館 開館 休館 開館 開館 

4 月 24 日 4 月 25 日 4 月 26 日 4 月 27 日 4 月 28 日 

          

開館 開館 休館 開館 開館 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ２学期がスタート！！ 

暑い暑い夏休みが終わり、２学期がスタートしました。 

さて、2学期はどんな本と出会いたいですか？ 

夏休み中、学校図書館に新しい本が入りました。ぜひ 

“新着図書コーナー”をチェックして借りてください。 

 

 

 

 

今月は中間考査があります。学校図書館には「定期 

考査の過去問題」をおいています。活用してください。 
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裏面も見てね！ 
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◆ 行方不明の本を探しています！ 

夏休み中の８月２日（水）～４日（金）までの３日間で蔵書点検を行いました。 

その結果、行方不明になっている本があることがわかりました。 

以下の本を発見した人は読書学習司書関までお知らせください。 

資料番号 タイトル 著者 請求記号 

7210193525 ざんねんないきもの事典 今泉 忠明/監修 480ざ１ 

7210193533 ざんねんないきもの事典 続 今泉 忠明/監修 480ざ２ 

7210208141 くまとやまねこ 湯本 香樹実/著 913ゆ 

7210029034 月間バスケットボール 12月号   

7210029281 月間バスケットボール 3月号   

7210023110 新選漢和辞典 小林 明／編 813 し 

7210206764 例解新国語辞典 林 四郎／監修 813れ 

7210214990 例解新国語辞典 林 四郎／監修 813れ 

 

◆ 返却期限を守りましょう！ 

夏休み前に借りている本と夏休み特別貸出で借りた本の返却日は９月４日（月）です。 

夏休み中に読み切れなかった本で続けて読みたい場合は、いったん返却をして、もう一度貸出手続をしてください。

学校図書館が閉まっているときは図書館入り口に設置している「返却 BOX」に本を入れてください。 

 

 

月 火 水 木 金

9月1日

始業式

開館

9月4日 9月5日 9月6日 9月7日 9月8日

専門委員会

開館 開館 休館 開館 開館

9月11日 9月12日 9月13日 9月14日 9月15日

開館 開館 休館 開館 開館

9月18日 9月19日 9月20日 9月21日 9月22日

敬老の日 職場体験中 職場体験中

休館 開館 休館 開館 開館

9月25日 9月26日 9月27日 9月28日 9月29日

中間考査 中間考査/専門委員会

開館 開館 休館 開館 開館

◆ ９月からの学校図書館 ◆ 

＜開館日＞ 月・火・木・金  （水曜日は休館） 

＜開館時間＞ 13時～17時  

＜貸出冊数＞ 1人 3冊まで 

＜貸出期間＞ 2週間 

https://3.bp.blogspot.com/-Ku2gx7Tfo6A/WWXXDZMGD_I/AAAAAAABFe8/uRN6buIo1wYiVf8ipqD1e8KCPyTYb9OkACLcBGAs/s800/magnifier_animal_neko.png


 

         ◆ 新着図書紹介！ 

“NANIYOM2023”で紹介されている本もそろっています。 

 

「SNSの哲学」～リアルとオンラインのあいだ～     

戸谷 洋志／著   創元社（分類 104 と） 

あなたに考えてほしいのは、 

「SNS をどう使うべきか」といったマニュアル的なことではなく 

SNS を使っているあなた自身が何者なのかという問いなのです。 

 承認・時間・言葉・偶然・連帯。 

 SNS を使う私たちを描く、新しい哲学の本。 

「パブリックアート入門」   

浦島 茂世／著   イースト・プレス（分類 702 う） 

知られざる、タダで観られるけど、タダならぬアート＝パブリックアートの世界！ 

前にあるブロンズ彫刻や、広場におかれた立体オブジェ……ふだんなにげなく目に

している街角のアレって、どうしてそこにあるの？ この本は、日常風景に埋めておくにし

てはもったいない街角アート＝パブリックアートの歴史と魅力を紹介するガイドだ。 

パブリックアートを知ると、街を歩くことがもっと楽しくなる。 

さあ、パブリックアートをめぐる旅にでかけよう！ 

 

参考：Bookデータベース 

「この夏の星を見る」    

辻村 深月／著   角川書店（分類 913つ） 

物語は 2020 年春、新型コロナウイルス流行によってイベントや部活動が

制限されていた時期から幕を開ける。 未知の感染症だからこその不安や 

葛藤、行き違いの中で少年少女はどんな風景を見るのか。 

今年の夏だからこそ読みたい 1冊！ 

「あつかったらぬげばいい」    

ヨシタケ シンスケ／著   白泉社（分類 913 よ） 

「ヘトヘトにつかれたら」 

「ふとっちゃったら」 

「だれもわかってくれなかったら」 

「せかいがかわってしまったら」…。 

 


